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ごあいさつ
　我が国の水道事業を取り巻く経営環境は、急速な人口減少や施設・設備の老朽化等に伴い、厳しさを増しています。
本市の水道事業においても例外でなく、既に給水人口や給水戸数、有収水量などすべての業務量が減少傾向となり、今後、給水収益の減少が予測されるとともに、昭和40～50年代に多くの拡張事業を行ってきたことから、今後、その施設・設備の老朽化による更新需要が急速に増大し、投資経費の大幅な増加が予測されます。
　このような厳しい経営環境の中でも、住民生活に不可欠なライフラインとして、事業の持続的な経営を確保していく必要があります。
　本市の水道事業は、平成18年1月の有明町との市町合併に伴い、平成20年3月に水道事業の現状や課題抽出を行い、将来の水道事業のあり方を示した「島原市水道ビジョン」を策定し、平成21年度から25年度の5年間、有明地区の水質改善と簡易水道事業の統合を実施しました。さらに、平成24年3月に一部見直しに合わせた改訂により、平成26年度から29年度の4年間で、民営水道の取込みと三会水系の水質改善及び油堀・長貫簡易水道事業の統合を実施しています。
現在、平成30年度から令和5年度まで6年間の計画で、創設時から60年を経過している上の原配水池の更新と安中水系の水質改善と安中配水池更新・耐震化の事業を行っているところであり、また、令和3年3月には、今後の中長期の経営見通しに基づく経営基盤強化の必要性から「島原市水道事業経営戦略」を策定し、今後の水道事業広域化や民間委託を含めた経営基盤強化の取組を進めてまいります。
これからも、本市の水道事業が、住民生活に欠くことのできないライフライン事業として、持続可能な経営を維持するため、国の「新水道ビジョン」の方針に沿い「島原市水道事業ビジョン」として改訂しました。
基本理念は、「豊かな自然に育まれた水緑のまちしまばら～安全でおいしい水をいつまでも～」をそのまま踏襲し、「安全」「強靭」「持続可能」の３つの視点から将来像を設定し、「いつもの快適な水道」・「いつでも頼れる水道」・「いつまでも健全な水道」の実現と、公営企業として公共性と経済性に配慮した水道事業を目指し、計画の推進と効率的な事業経営を目指してまいりますので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。
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上の原配水池（令和５年度完成予定）


写真（３月初旬撮影）と完成予定図
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表紙の説明（上の原配水池）


上の原第1配水池（昭和35年築造）が供用開始後60年程度経過し、経年劣化が顕著であることと、備えるべき耐震性能を確保できていないことから、上の原第1配水池と上の原第2配水池（昭和42年度築造）の代替施設として更新・整備し、令和4年度から供用開始を予定しています。


上の原配水池の供用開始後は、十分な配水池容量を確保できるため、原水水質に見合う浄水処理の導入から、上の原水系と安中水系の水道水の安定供給と水質改善の効果を見込んでいます。








